



The structure of attitude for the Korean welfare
－Consciousness and attitude of young people for the care－
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[Abstract]
In late years, the economic society in Korea aims at the new society, while adopting
traditional Confucian sense of values and West-like sense of values.
However, in Korea, the issue of care is serious with "low birthrate and aging".
Following Germany (1995) and Japan (2000), the nursing-care insurance system was
introduced into Korea in July, 2008 and was carried out.
Therefore, I performed an interview investigation and a questionnaire survey to the
university student in Korean about the care, and carried out an attitude survey about the
care of the university student.
As a result, the mind of Confucianism that they want to be dutiful to their parents, was
still left, and they want to care their parents by themselves if it is possible, and the
nursing-care insurance system is not almost known, and they don’t feel the uneasiness to
the future Korean care.
Based on this result, I consider the problem about the care in Korea.
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7% 14% 20% 7％→14％ 14％→20％
韓国 2000 2019 2026 19年 7年
中国 2000 2030 30年
日本 1970 1994 2006 24年 12年
アメリカ 1942 2013 2028 71年 15年
ドイツ 1932 1972 2012 40年 40年
フランス 1864 1979 2020 115年 41年
イギリス 1929 1976 2021 47年 45年

















































2009 年 4 月では、65 歳以上の高齢者人口 514 万人のうち申請者 45 万 3,000 人（8.8％）、その







国における療養療法士の教育は介護保険施行前の 2008 年 2 月からはじまり、2010 年 5 月末現
在では、1557 箇所の教育機関において 784,049 人が資格を取得している。教育課程には 1 級と
2 級があり、2 級は 120 時間（家事援助）、1 級は 240 時間（身体介護対応）であるが、98％以















ビュー協力者 5 名のうち、日本語でのコミュニケーション能力が堪能な 2 名に、ＰＡＣ分析の
協力を依頼し了解を得た。
調査期間：2010 年 12 月～2011 年 1 月
方法：表 2 の刺激語を用い、ＰＡＣ分析を行った。第１回の面接は、協力者のＥ，Ｆ，Ｇ，Ｈ
の 4 名の韓国学生に内藤（2002）が示す手順に沿ってＰＡＣ分析を行った。同時に無記名質問
紙調査用紙と半構造インタビューで約 30 分程度行った。第 2 回面接は、4 名の学生の内、コミ
ュニケーション能力の堪能な学生 2 名Ｅ，Ｆを選び、第１回面接で得られた結果を用い、第 2
回面接を行った。
表２ 調査協力者名簿
協力者 Ｅ（男性） Ｆ（女性） Ｇ（女性） Ｈ（男性）
年齢 19 25 20 22
専攻 文科系 文科系 文科系 文科系
関心度 あまりない あまりない あまりない あまりない
将来の介護 やや心配 やや心配 やや心配 やや心配
介護保険 知らない 知らない 知らない 知らない


























































想起順 内 容 重要度 ±
1 人の命を扱う崇高な仕事 ① （＋）
2 親に対する義務 ② 0
3 介護は親への義務を手伝うもの ⑨ 0
4 まだ見慣れない分野 ⑩ 0
5 尊敬すべき職業 ③ （＋）
6 すごいと思う ⑪ （＋）
7 やりがいがありそう ④ （＋）
8 介護者はやさしそう ⑤ （＋）
9 大変むずかしそう ⑥ 0
10 私にはできないこと ⑫ （－）
11 ありがたいこと ⑦ （＋）



















































































































３・１・２． 協力者 F のＰＡＣ分析と考察
協力者Ｆは連想刺激文から 10 個の項目名を得ることが出来た。これらの回答に重要度順位を
付けたのが表 5 である。それをクラスター分析したのが、図 2 である。
表５ 連想項目一覧 （Ｆ）
Ｆさん 連想項目一覧
想起順 内 容 重要度 ±
1 仕事に臨む姿勢がちがう ② 0
2 尊敬すべき職業 ① （＋）
3 やりがいがありそう ③ （＋）
4 すごい仕事 ⑥ （＋）
5 自分の親は子がみる ④ （＋）
6 年寄りを見守ること ⑦ （＋）
7 経験がないのでわからない ⑧ 0
8 給料が少なそう ⑨ （－）
9 介護の実態が想像できない ⑩ 0






































果、表 5 で示したように、総合的には＋4 であった。協力者Ｅの＋6 と比較して低いが、日本の
学生と比べれば肯定的介護認識として高いレベルと判断できる。
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